
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

増
税
中
止
を
国
に
求
め
よ
！

【
質
問
】
参
院
選
挙
後
の
世
論
調

査
で
も
、
増
税
を
予
定
通
り
実
施
す

べ
き
と
い
う
意
見
は
２
～
３
割
し
か

な
く
、
「
中
止
す
べ
き
だ
」
や
「
先

送
り
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
が
圧
倒

的
。
史
上
空
前
の
大
増
税
で
所
得
を

奪
え
ば
、
区
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を

破
壊
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済

を
も
奈
落
の
底
に
突
き
落
と
す
こ
と

に
な
る
。
国
民
・
区
民
の
多
数
の
声

に
応
え
て
「
４
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
中
止
」
を
国
に
求
め
る
こ
と
。

【
答
弁
】
区
と
し
て
は
、
消
費
税

増
税
の
実
施
を
中
止
す
る
よ
う
、
国

に
申
し
入
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

「
原
発
ゼ
ロ
」

国
に
申
し
入
れ
を
！

【
質
問
】
福
島
第
一
原
発
の
汚
染

水
を
め
ぐ
る
状
況
は
危
機
的
で
、
こ

れ
を
放
置
し
た
ま
ま
再
稼
働
、
原
発

の
輸
出
な
ど
と
ん
で
も
な
い
。
人
類

の
未
来
の
た
め
に
、
原
発
の
再
稼
働

反
対
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
決
断
す
る

よ
う
、
国
に
申
し
入
れ
る
こ
と
。

【
答
弁
】
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
取
り
組
む

べ
き
も
の
。
区
と
し
て
、
国
に
申
し

入
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

東
京
電
力
へ
の
放
射
能
汚

染
対
策
費
用
の
賠
償
請
求

に
つ
い
て

【
質
問
】

区
は
、
放
射
能
線
量

測
定
器
の
購
入
や
給
食
の
食
材
検
査
、

空
間
線
量
測
定
、
砂
場
の
検
査
等
、

様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
２
０

１
１
年
度
と
２
０
１
２
年
度
の
２
年

間
だ
け
で
４
千
万
円
も
の
税
金
が
使

わ
れ
た
。
し
か
し
区
が
請
求
し
た
の

は
２
０
１
１
年
度
分
、
８
６
３
万
円

に
過
ぎ
な
い
。
東
電
言
い
な
り
の
請

求
で
な
く
、
福
島
原
発
の
爆
発
に
伴

う
放
射
能
対
策
の
す
べ
て
の
経
費
、

人
件
費
も
含
め
、
早
急
に
追
加
の
賠

償
請
求
を
。

【
答
弁
】

区
は
、
平
成
２
４
年

１
２
月
及
び
平
成
２
５
年
２
月
の
東

京
電
力
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、
昨

年
度
末
に
賠
償
請
求
を
行
っ
た
。
新

た
に
追
加
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
、

現
在
、
賠
償
請
求
の
準
備
を
進
め
て

い
る
。

公
的
保
育
を
中
心
に

待
機
児
童
問
題
の
解
消
を

【
質
問
】

①
待
機
児
童
解
消
の

基
本
は
、
区
立
認
可
保
育
園
を
き
ち

ん
と
整
備
し
て
、
子
ど
も
達
の
育
ち

を
保
障
す
る
こ
と
。
②
民
間
企
業
の

保
育
所
参
入
を
進
め
た
横
浜
市
の
例

で
も
、
人
件
費
率
が
低
く
抑
え
ら
れ

て
い
る
。
保
育
の
質
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
安
定
し
た
職
員
の
確
保
、

経
験
豊
か
な
職
員
の
確
保
は
重
要
。

民
間
職
員
の
処
遇
改
善
に
区
が
責
任

を
も
ち
、
運
営
事
業
者
に
対
し
て
も

職
員
の
定
着
と
処
遇
改
善
に
つ
い
て

指
導
す
る
こ
と
。

【
答
弁
】

①
区
立
認
可
保
育
園

の
整
備
、
私
立
認
可
保
育
園
の
誘
致

や
緊
急
暫
定
保
育
施
設
の
整
備
、
み

な
と
保
育
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
な
ど
様
々

な
手
法
で
待
機
児
童
解
消
に
取
組
む
。

②
補
正
予
算
に
て
「
保
育
士
等
処
遇

改
善
事
業
」
経
費
を

計
上
、
私
立
認
可
保

育
園
は
職
員
処
遇
改

善
計
画
を
定
め
、
賃

金
改
善
に
取
組
む
こ

と
に
な
る
。

港
区
議
会
第
３
回
定
例
会
が
９
月
１
９
日
か
ら
１
０
月
１
１
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
安
倍
政
権

が
来
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
の
実
施
を
狙
い
、
生
活
保
護
、
介
護
保
険
な
ど
社
会
保
障
の
改
悪

を
進
め
る
中
、
区
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
中
小
企
業
の
営
業
を
守
る
区
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
熊
田
ち
づ
子
議
員
と
大
滝
実
議
員
が
区
民
の
要
望
を
取
り
上
げ
、
本
会
議

で
武
井
区
長
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。

裏
面
に
続
く
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東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
す
る
区
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
料
に
つ
い
て

【
質
問
】

東
日
本
大
震
災
は
未
曾
有
の

大
災
害
で
、
被
災
地
で
は
依
然
と
し
て
多

く
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の

区
民
に
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
の
保
険
料
負
担
を
継
続
す
る
こ
と
。

【
答
弁
】

今
後
も
多
く
の
区
民
が
被
災

地
へ
の
支
援
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
保
険
料

の
助
成
を
継
続
し
て
い
く
。

「
違
法
貸
し
ル
ー
ム
（
脱
法
ハ

ウ
ス
）
」
を
な
く
し
命
と
人
権

を
守
る
こ
と

【
質
問
】
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
港
区
を
創

る
た
め
、
社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
る
「
脱

法
ハ
ウ
ス
」
を
な
く
す
こ
と
が
急
が
れ
て

い
る
。
区
内
事
業
者
、
業
界
な
ど
に
直
接

情
報
の
協
力
要
請
を
行
い
調
査
す
る
こ
と
。

法
令
違
反
の
物
件
に
つ
い
て
は
、
厳
し
く

指
導
し
改
善
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

【
答
弁
】

事
業
者
に
情
報
提
供
を
要
請

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
違
法
貸
し
ル
ー
ム
の
相
談
窓
口
を
設

け
、
情
報
収
集
し
て
い
く
。
区
は
建
築
物

へ
の
立
入
調
査
を
実
施
し
、
違
反
の
確
認

が
で
き
た
１
１
件
に
つ
い
て
、
所
有
者
や

管
理
者
に
指
導
書
を
送
付
し
是
正
報
告
を

求
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
違
反
是
正
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
の
根
絶
に

つ
い
て

【
質
問
】
若
者
を
違
法
・
無
法
な
働
か
せ

方
で
使
い
捨
て
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
が

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
①
ポ

ス
タ
ー
や
広
報
誌
な
ど
を
活
用
し
て
啓
発

活
動
を

②
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
根
絶
の

た
め
の
相
談
窓
口
設
置
を

③
厚
労
省
の

調
査
結
果
を
公
表
さ
せ
区
内
の
法
令
違
反

企
業
に
改
善
の
申
し
入
れ
を

④
「
雇
用

は
正
社
員
が
当
た
り
前
」
の
ル
ー
ル
を
確

立
す
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

【
答
弁
】

①
今
後
も
啓
発
に
努
め
て
い

く
。
②
専
門
相
談
窓
口
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。
③
国
の
調
査
に
つ
い
て
情
報
収

集
し
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
④
国
へ
の

働
き
か
け
は
考
え
て
い
な
い
。

☆ その他の質問項目 ☆

● 公契約条例について
区の発注する契約で、低入札価格でしわ寄せされ、低

賃金に苦しむ下請業者や労働者を地方自治体がつくり出

すことがないよう、早期に公契約条例を制定すること。

● 熱中症対策について
熱中症の犠牲者を出さないための対策を。

● 生活保護制度について
国が３年間かけて実施している生活保護基準の削減を

止めるよう国に申し入れを。

港区が独自で支給している法外援護の充実を。

● 寡婦（寡夫）の「みなし控除」について
母子・父子家庭が婚姻関係があるかないかで、差別さ

れていることについて、早急に改善し、みなし控除を適

用し、保育料などの改善に取り組むこと。

● 介護保険の改悪について
要支援者の介護保険給付外しはやめるよう国に申し入

れを。港区独自の利用者負担の助成制度を、償還払いか

ら、受領委任払い制度に改善すること。

● ２３区唯一の米軍基地、麻布米軍ヘリポート
基地の撤去について

ヘリ利用状況の報告書提出を要求し、アメリカと国の

責任で騒音の常時観測を行わせること。ヘリ基地の１日

も早い撤去と、不法占拠している青山公園の即時返還に

ついて住民参加で申し入れを。

● 被爆７０周年の２０１５年に向け、核廃絶
に向けての大規模な催しの開催について

被爆７０周年の２０１５年に核廃絶に向けての大きな

催しを計画し、二度とヒロシマ・ナガサキを繰り返さな

いという思いを、区民共通の思いにする取り組みを計画

すること。

● 高校授業料「無償化」に所得制限を導入しな
いこと。

日
本
共
産
党
港
地
区
委
員
会
と
同
港

区
議
団
は
９
月
３
０
日
、
区
長
に
「
２

０
１
４
年
度
当
初
予
算
に
対
す
る
重
点

要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
に
当
た
っ
て
、
「
働
く
人
た
ち

の
収
入
が
ピ
ー
ク
時
か
ら
７
０
万
円
も

減
少
し
て
い
る
」
、
「
年
金
の
方
も
切

り
下
げ
で
減
収
、
一
方
、
社
会
保
障
の

改
悪
で
大
変
な
生
活
に
な
っ
て
い
る
」

こ
と
か
ら
、
「
区
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
予
算
編
成
を
」
要
請
し
ま
し
た
。

各
議
員
か
ら
は
、
指
定
管
理
者
問
題
、

住
宅
地
で
の
建
設
問
題
、
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
問
題
な
ど
を
要
請
。

区
長
は
、
「
区
政
は
区
民
の
た
め
に

行
う
も
の
」
、
「
各
項
目
を
精
査
し
て

回
答
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

２０１４年度予算に対する要望書を提出


